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２Ｅ１８ 

日本のイノベーションシステムにおける高等専門学校の機能の検討 

 

 
○澤浦文章（国立高等専門学校機構／筑波大学大学院） 

 

 

１ はじめに 
イノベーションシステムにおけるアクターと

して大学等の高等教育機関が果たす役割について

は、人材の輩出機能や、技術シーズの創出、知識

の豊かで良質プールとなることが、従来より言及

されている（一橋大学イノベーション研究センタ

ー2001）。また、大学等の高等教育機関が果たす

役割を、積極的に評価するモデルも示されている

（Etzkowitz & Leydesdorff 2000）。イノベーシ

ョンシステムにおける大学の論点は様々あるが、

特に大学から企業に対する技術移転に関する検討

は多くなされている（例えば永田2005）。 
報告者は、特に高等専門学校（以下、高専とい

う。）に着目し、イノベーションシステムで高専が

果たす役割について検討を行っている。高専は１

９６１年に創設され、１５歳から２０歳までの５

年間の一貫教育を行い、主として工学系人材を養

成する高等教育機関である。現在では全国で国公

私立５７校存在し、毎年約１万人の工学系人材を

輩出している。 
報告者らは、高専における工学教育のなかで、

エンジニアリングデザイン教育（以下、ED教育

という。）に関する先行文献調査から、高専におけ

る工学教育の発展可能性について探索した（加

藤・澤浦2013）。そこでは、分野を超えた複数の 

 
 

知識やスキルの要求や、実社会でのテストの組み

込みによって、教育の質的向上が期待でき、それ

らの萌芽が現在の教育現場でみられることを紹介

した（表１参照）。 ED教育の先端的な取組を行

う現場では、高専学生に対して、企業技術者と高

専教員が協働して教育を行っている。 
この現状を、イノベーションシステムにあては

めて検討すると、高専で行われている教育という

仕組みや空間を通じて、アクター間の相互作用が

行われていると解釈することが可能ではないだろ

うか。本報告では、先端的な教育を実践する高専

の事例を取り上げ、インタビューを通じて得られ

た知見から、イノベーションシステムにおける高

専の役割について検討を行う。 
 
２．阿南高専の取組み 
 報告者は、徳島県阿南市に設置されている阿南

工業高等専門学校（以下、阿南高専という。）の

COOP（コーオプ）教育担当者へインタビューを行

った。 

阿南高専は日本のコーオプ教育のなかでも、特

に工学系分野で特徴的な事例として取り上げられ

る。阿南高専のコーオプ教育は、平成１９年度か

ら始まり、希望する学生に対して３年から５年ま 

表１ ED教育の発展形（出典：加藤・澤浦２０１３）
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での夏・春の長期休業期間、同一企業での就業体

験を行う。目的としては、就業意識の向上と、就

業体験を通じた自らの学習の不足を認識し、高専

での学習をより深めることにある。インターンシ

ップと比較すると、期間の長短の差はあれども、

１回で終わるインターンシップと異なり、就業と

学習を繰り返す反復学習に大きな違いがある。イ

ンタビューでは、コーオプ教育の学生への教育効

果に付随する、高専と企業との関係性構築や、高

専の組織への影響について、考察を得られた。 

１つ目に、コーオプ教育を通じた企業と高専と

の関係性の接点形成がある。３年間のコーオプ教

育の最終年度（学生が５年生になる年）は、企業

の課題を題材とした卒業研究を行う。その際に、

学生の指導教員と企業との接点が定期的に形成さ

れる仕組みが成り立っていることが浮かび上がっ

た。 

２つ目に、コーオプ教育を通じた企業は高専に

対して発言するようになるという指摘があった。

すなわち、１度で終わりがちなインターンシップ

と比較して、３年間預かることが決まっている学

生に対しては、企業は、その学生に対する要望を

学校へしっかりフィードバックしてくれるという。 

3 つ目に、これらを踏まえた高専と企業との関

係性の深化である。 

 これらの阿南高専での取り組みは、山形県鶴岡

市にある鶴岡工業高等専門学校（以下、鶴岡高専

という。）にも導入され、平成２４年度から実施さ

れている。 

 

３．鶴岡高専の取組み 

報告者は、鶴岡高専のコーオプ教育担当教員に

も併せてインタビューを実施した。そこで以下３

点の考察を得た。 

１）現時点で鶴岡高専のコーオプ教育は緒につ

いたばかりであるが、導入時から現在まで、高専

OBコーディネータの尽力により実行できたこと。 

２）高専が組織として教育プログラムを運営す

るための体制づくりを行うなかで、少しでも多く

の教員が参画したこと。 

３）コーオプ教育を通じてフィードバックされ

た問題意識をカリキュラム検討等に反映しようと

していること。 

 

４．考察 

地域イノベーションシステムは自己言及的で

あることが指摘されている（平田・永田 2010）。

本事例と照らし合わせて考えると、阿南高専の試

みは、鶴岡高専にその教育手法の移植と適用が行

われ、その際に、当該高専の内部事情や、周辺地

域の産業の特性等を考慮した調整が行われ、カス

タマイズされたものが運用されている。 

これは、イノベーションシステムが再構築され

る動的な過程と考えることができないだろうか。

大学と比較して、小さな組織である高専において

は、各高専のベストプラクティスが他地区におい

ても導入されることがある。主として教育手法に

関するものであるが、イノベーションの他のアク

ターとの関係性のなかで行われる教育手法が、他

地区に移植された場合、適用の過程において、イ

ノベーションシステムの再構築にインパクトを与

えるものとなりうることを示唆するものではない

だろうか。 

 

５．おわりに 

 本報告では、高専で行われている先端的な教育

実践を通じて、イノベーション創出の空間の提供

可能性を検討した。併せて、高専は教育手法の移

植しやすい組織であることによる他地域のイノベ

ーションシステムへの影響可能性について言及し

た。 

 本報告で取り上げた事例は、全国５７校ある高

専の一例であり、高専という組織共通の特性を明

らかにするには至ってない。イノベーションシス

テムにおける高専の機能を検討にあたっては、よ

り多くの事例を検討する必要があるだろう。また、

今回はコーオプ教育に着目し企業と高専との接点

について検討したが、地方公共団体と高専との共
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同事業等、イノベーションシステムの他のアクタ

ー間の考察についても、引き続き検討を行い、高

専のイノベーションシステムにおける役割につい

て検討を行いたい。 
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